
「
白
楽
天
の
李
杜
観」

一、序
中
唐の
詩
人
白
居
日朝 、
字は
策
天
〈
〉・0・
七
七二
1八

四
六)
は 、
陶

淵
明 、
陳
子
昂 、
李
白 、
杜
甫 、
意
応
物
等
を
先
達
詩
人
と
し
て
尊
敬
し

て
い
る .
そ
の
李
白
〈
〉・0・
七
O一
1

七
六
二〉 、
杜
甫
(
〉
0・
七一

一一
1

七
七
O〉
に
対
し
て 、
楽
天は 、
ど
の
よ
う
な
見
方 、
評
価
を
し
て

い
た
の
か ・
こ
の
問
題に
つ
い
て 、
楽
天の
詩
文
集
『
自
民
文
集』
の
李

白 、
社
甫に
曾
及
す
る
作
品
に
よっ
て
考
え 、
李
社
没後の
比
較
的
早い

時
期の
詩
人
で
あ
る
楽
天の
見
解
を
ま
と
め
て
み
た
い .
そ
し
て 、
両
者

に
対
す
る
そ
の
評
価の
特
徴
を
明
らか
に
し
た
い
と
思
う 。

二 、
李
杜
に
言
及
す
る
楽
天
の
作
品

李
白 、
社
甫に
言
及
し
て
い
る
楽
天の
作
品は
八つ
あ
む可
そ
れ
を 、

製
作
年代
願に
悦
ん
で
み
る
こ
と
に
す
る .

な
お 、
各
作
品の
初
め
に 、

①作
品
番
号 、
②
篇
目 、
③
面
典 、
④
分

類 、
⑤
分
体 、
⑥
製
作
年 、
⑦
錫
所 、
⑥
年
齢 、
③
皇
帝
名 、
を
記
ふ川吋》

〈一)

①OO
Z
@
初
授
拾
遺
③0
1

和一一一
20
3
年
⑦
京
〈
長
安〉

@
除
授
⑤
五
古
@
元

⑤三
七
銀
③
憲
宗

前

幸

雄

1
 
1

 
.，，，，

 

こ
の
作
品は 、
巻一
の
「
楓
蛤」
に
分
類
さ
れ
て
い
る .
前
年の
元
和

二
年
十・一
月の
輸晶体
学
士
に
続い
て 、
一冗
和
三
年
四
月 、
三
十
七
歳
で
憲

宗に
よ
り 、

左
姶
遣に
任
ぜ
ら
れ
た
時の 、
長
安で
の
作で
あ
る .

楽
天は
諌
官の
職に
就
けた
こ
と
を
感
謝
し 、
か
つ
て
杜
甫
が
こ
の
職

に
就い
た
こ
と
を
思い 、
重
責
と
誇
り
を
感
じ 、
任
務に
励
も
う
と
し
て

い
る .
張
り
切っ
た
気
持
ち
が
出
て
い
る
作
品
で
あ
る ・
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2 

初袋
品問遺

初
め
て
姶
遣
を
授
け
ら
る

奉
館
登
左
扱

開舶
を
奉
じて
左
披に
登
り 、

東
帯
品世
靭
議

来
世情
し
て
靭
織に
4e
す .

何
言
初
命
卑

何
ぞ
雪
は
ん
初
命の
卑
き
を .

且
脱
風
盛
受

且つ
風
直
を
脱
す
る
の
受.

社
甫
陳
子
昂

社
甫
陳
子
昂 、

才
名
指
天
地

才
名
天
地
を
括ぬ .

当
時
非
不
適

当
時
遁は
ざ
る
に
非
ず .

尚
無
過
斯
位

尚ほ
斯の
位に
過
ぐ
る
am
し .

況
予
寒
薄
者

況
ん
や
予の
寒薄
な
る
者 、

am
至
不
自
意

am
至っ
て
自
ら
意は
ず .

鷲近白
日
光

白
自
の
光に
近
きこ
と
を
驚
き 、

3 4 5 6 7 8 11 10 9 
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漸
非
青
雲
器

天
子
方
従
諌

朝
廷
無
忌
韓

量
不
思
匪
賜

適
遇
時
無
事

受
命
己
旬
月

飽
食
随
班
次

練
紙
忽
盈
籍

対
之
終
自
塊

青
雲の
器
に
非
ざ
る
こ
と
を
漸づ 。

天
子
方
に
諌
に
従
ふ 。

朝
廷
忌
韓
無
し 。

量に
匪
島
を
思
は
ざ
ら
ん
や 。

適た
ま
時の
事
無
き
に
遇へ
り 。

命
を
受
け
て
己
に
旬
月 、

飽
食
班
次に
随
ふ 。

諌
紙
認
ち
箱に
盈つ 。

之に
対
し
て
終に
自
ら
憐づ 。

こ
の
詩の
五
1

入
句
で
杜
甫
と
陳
子
昂
を
併
記
し
て
い
る 。
ま
た 、
楽

天
は 、

両
者
と
愚
鈍
な
己
と
を
対
比
し
て
い
る 。

こ
こ
で
は 、

0
(
両
名
は)

才
能
と
名
声
は
天
地
を
兼
ね
る
ほ
ど
で
あ
っ
た 。

。
名
君に
遇わ
な
い
で
も
な
か
っ
た
が 、
拾
遣
の
官
以
上
に
は
な
れ
な

かっ
た .

と
述べ
る .
楽
天
は 、
社
甫
は
才
能の
割
に
は
不
遇で
あ
る 、
と
見
て
い

る
の
で
あ
る 。

こ
の
意
識
は 、
次
の
作
品に
も
引
き
継
が
れ
る .

①
Oお
か∞

②
読
郵
紡
詩

③
0
2

④
詩

⑤
五
古

⑥
元
和Z一
(∞O∞)
3

元
和
六
(∞回目)
年
⑦
京
③
三
七
1

四
O
歳
⑨
憲宗

こ
の
作
品
は 、
巻
十
の
「
感
傷」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
もの
で 、
元
和

一一一
3

六
年 、
楽
天
三
十
七
歳
1

四
十歳
の
問に 、
長
安
で
作っ
た
と
さ
れ

ハ一一)

る 。こ
の
頃
は 、
楽
天
は 、
儒
教
思
想
を
強
く
持
ち 、
政
治に
対
し
て
極め

て
意
欲
的
で
あっ
た 。

郵
紡
と
い
う
人
は 、
「
郵
紡
張
徹
落
第」
(
0
0
主・
巻
一

、

調
諭 、

五
言
古

詩 、
元
和
三
〈
入
O
八〉
年 、
長
安で
の
作)
と
い
う
作
品 、
ま
た
「
与

元
九
書」
に
も
出
て
来
る 、
楽
天
の
詩
を
好
み 、
そ
の
文
学
観
を
同
じ
く

し
た
人
物
で
あ
る .
詩に
は 、
不
幸に
し
て 、
不
遇の
極に
お
い
て
若
死

に
し
た
郵
紡
を
悼
む
楽
天
の
「
感
傷」
の
気
持
ち
が
出
て
い
る 。

2 

畿
郵
紡
詩

郵
紡の
詩
を
続
む

塵
架
多
文
集

塵
架に
文
集
多し 、

偶
取一
巻
披

偶た
ま一
巻
を
取っ
て
披
く 。

未
及
看
姓
名

未
だ
姓
名
を
着
る
に
及
ば
ず
し
て 、

疑
是
陶
潜
詩

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
陶
潜
の
詩
か
と 。

看
名
知
是
君

名
を
君て
是
れ
君
な
る
を
知
り 、

側
側
令
設
悲

側
側
と
し
て
我
を
し
て
悲
ま
し
む 。

詩
人
多
寒
厄

詩
人
寒
厄
多
し 、

近
日
誠
有
之

近日
誠に
之
有
り 。

京
兆
杜
子
美

京
兆
の
杜
子
美
は 、

猶
得一
拾
遺

猶
ほ一
拾
遣
を
得た
り .

裏
陽
孟
浩
然

裏
陽の
孟
浩
然
も 、

亦
聞
費
成
総

亦
た
聞
く
費
の
総
と
成
る
を .

墜
君
両
不
如

建
〈
あ
あ〉
君は
両
な
が
ら
如か
ず 、

三
十
在
布
衣

三
十
に
し
て
布
衣
に
在
り .

纏
第
禄
不
及

第に
握
ん
で
ら
れ
て
禄
及
ぼ
ず 、

-11-
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新
婚
妻
未
帰

少
年
無
疾
患

濫
死
於
路
岐

天
不
与
爵
寿

唯
与
好
文
詞

此
理
勿
復
道

巧
暦
不
能
推

新
婚
し
て
妻
未
だ
帰
〈
とつ〉
が
ず .

少
年に
し
て
疾
患無
く 、

路
岐に
溢
死
す .

天
は
爵
寿
を
与ヘ
ず 、

唯
だ
好
文
詞
を
与ふ
る
の
み .

此
の
理
復た
道ふ
こ
と
勿
れ 、

巧
暦
も
推
すこ
と
能
は
ず .

第
七
3

十
句に
い
う .

0
詩
人に
は
災
厄が
多
く 、
最
近
で
も
た
し
か
に 、
そ
うい
う
人が
い
る 。

o
社
甫は
そ
れ
で
も
拾
遣に
は
なっ
た .

0
孟
浩
然
は 、
白
援に
なっ
た .
(
そ
し
て
官
を
得た〉
と
きい
て
い
る 、

'Y』.楽
天の
考
え
で
は 、
才
能の
あ
る
者
は
十
分
な
地
位
も
寿
命
も
与
え
ら

れ
るべ
き
で
あ
る .
杜
甫は 、
才
能の
あ
る
人
で
あ
る
か
ら 、
郵
筋よ
り

は
ま
し
と
し
て
も 、
拾
遺
ぐ
らい
に
と
ど
ま
る
人
で
は
な
く 、
当
然
高
位

に
就い
て
い
い
は
ずで
あ
る .
つ
ま
り 、

杜
甫は
不
遇の
人
で
あっ
た
と 、

い
う
の
で
あ
る .

こ
の
社
甫 、
孟
浩
然 、
及
び
部
筋に
対
す
る
同
情は 、
結
局 、
楽
天の

文
学に
対
す
る
認
識
と
関
係
す
る
の
で
あ
る .

そ
の
認
融の一
端は
次の
作
品
に
よっ
て
伺
うこ
と
が
出
来
る .

(一一一
)

-
①00ωm
②
傷
唐
衝二
首
そ
の
こ
③0
1

@
京
傷
⑤
五

古
⑥
元
和六
〈∞
ニ〉
3

元
和
九
〈∞-
S
年
⑦
京

⑥
四
0
3

四
三
歳
⑨
憲
宗

こ
の
作
品は 、
巻一
の
『
鼠
論」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
で 、
元
和

六
5

九
年 、
楽
天
四
十
i

四
十
三
歳の
聞に
長
安で
製
作
さ
れ
た 。

政
界に
お
け
る
苦
労 、
母
親
陳
氏の
死に
あい
下
部に
退
き 、
そこ
で

娘
金
鍾
を
由貿
う
等の
苦
悩
を
経て 、
往
年の
儒
敏
的
人
生
観が 、
か
な
り

揺
らい
で
来て
い
る
頃の
作
品で
あ
る .

楽
天に
は 、
こ
の
連
作
の
他に 、
「
寄
唐
衝」
〈00
8・
巻一 、
五
言
古

詩 、
元
和
三
1

五
〈入
O
入
S

八一
O〉
年 、
長
安で
の
作)
と
い
う
作

品が
あ
る .

こ
の
唐
衡
と
い
う
人
は 、
「
与
元
九
書」
に
も
出
て
来
る
が 、
「
唐
衝
普

央」
と
い
わ
れ
た 、
悲
し
い
文
章
を
読
ん
で
も
す
ぐ
突
す
る
と
い
う
多
感

な
性
質の
詩
人
で
あ
る .
歌
詩
を
良
く
し
た 、
楽
天
と
も
交
渉の
あっ
た

人で
あ
る .
旧
唐
書の
百
六
十に
伝
記
が
あ
る .
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傷
唐
衝二
首
そ
の
ニ

唐
衡
を
傷
む
二
首

憶
昨
元
和
初

憶ふ
昨
元
和
の
初 、

恭
備
諌
官
位

恭
く
諌
官の
位に
備は
る .

是
時
兵
革
後

是の
時
兵
革の
後 、

生
民
正
機
体

生
民
正
に
機
体
す .

但
傷
民
病
痛

包
〈
た
だ〉
民の
病
痛
を
傷
ん
で 、

不
識
時
忌
韓

時
の
忌
韓
を
識
ら
ず .

遂
作
秦
中
吟

遂に
嚢
中
吟
を
作
り 、

一
吟
悲一
事

一
吟一
事
を
悲
し
む .

貴
人
皆
怪
怒

貴
人
は
皆
怪
し
み
怒
り 、

閑
人
亦
誓
言

閑
人
も
亦
智
言
す .

天
高
来
及
閣

天
高
う
し
て
未だ
聞
ゆ
る
に
及
ぼ
ず 、

そ
の

2 3 4 5 6 7 8 11 10 9 
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剤
歯麻生満
地

剰掠満地に
生
ず 。

唯
有唐衝
見

唯唐衝のみ
見る
有り 、

知
吾
平生志
.
吾が
平生の
志を
知る 。

一
説興
嘆盛

一
読して
嘆墜を
輿し 、

再吟垂
梯酒

再吟して
沸澗を垂る 。

因
和三
十
韻

因っ
て
和す三
十
韻 、

手
題遠紙寄

手づ
か
ら題して
遠く綜寄す 。

致技陳杜問

我を
陳杜の
聞に
致し 、

賞愛非
常
意

賞愛するこ
と
常の
意に
非ず 。

此
人無復
見

此の
人
復び
見る
無し 、

此
詩尤可
貴

此の
詩尤も貴ぶ
可し 。

今日
開催君

今日
僅を聞い
て
看れば 、

竃魚損
文字

竃魚
文字を
損す 。

不
知何処
葬

知らず
何の
処に
か
葬る 。

欲
問先歌歌

聞はん
と
欲して
先ず歌
歌す 。

終去
央
墳前

終に
去っ
て
墳前に
突し 、

還君一
掬涙

君に一
掬の
涙を
還さん 。

陳杜調子昂与甫也 .
此
詩尤可
貴 、
調唐衝
詩也 。

初旬か
ら
十二
句まででは 、
元和三
年に
諌官に
就い
てか
ら 、
人

民の
ために 、
天
聴に
連せんがために 、
時の
勢害を
作品に
表した

の
だが 、
こ
れを
続んだ
貴人は
怪しみ 、
賎人もまた
私を
誹詰問した 、

と
述べ
る .

十三
句か
ら二
十句まで
では 、
唐衝君だ
けは 、
私の
志を
理解し

て
〈れて 、
詩を
続んで
感動し 、
和詩三
十
韻を
作っ
て
送っ
て
寄越

し
た 。
そして 、
私を
陳
子昂 、
杜甫の
列に
推
称し 、
大
変に
賞揚し

て
くれた 、
とい
う 。

二
十一
旬か
ら
末句まで
では 、
唐
衡を
悼んでい
る 。

唐衝に
は 、
陳
子昂と
杜甫が
『詩経』
以
後衰えた
調
諭
詩を 、
再

び
製作し
始め
た
先輩と
して
意識さ
れてい
たので
ある
う 。
こ
の
唐

衝の
認
識は 、
陳
子昂や
社甫に
啓発さ
れたと 、
こ
の
頃自らの
手紙

「
叙詩寄楽天
書」
(
雪印吋 、
元和十
〈入一
五〉
年 、
三
十七
歳 、
通

州での
作)
で
述べ
る
元績に
も
あっ
たの
で
ある 。
つ
ま
りこ
の
認識

は 、
「新
集府」
を
作っ
た
楽天の
仲間に
共通する
もの
で
あっ
た .
更

に
楽天に
は 、
我こ
そは
その
伝統を
継承
発展させ
る
者で
ある
との

意識が
あっ
たで
あろ
う 。
そ
れは 、
唐衝の
気
持としてでは
あるが 、

十
九句に
「
致
我陳
社
間」
と
述べ
てい
るこ
とで
明らか
で
ある 。

結局 、
こ
こ
で
は 、

o
社甫は
瓢論
詩を
ハ『詩経』
後)
再び
製作し
始めた
人で
ある 。

とい
うこ
とで
あろ
う 。

そして 、
次の
詩に
なると 、
李白を
視野に
入れて 、
李白 、
杜甫

の
全
体を
見るの
で
ある 。

ng
 
唱EE・

①
goo
②続李社
詩集因題巻
後
③03
④詩

⑤五
排
⑥元
和十
(
2
3
年
⑦途〈旅
途)

③四四

歳

⑨憲宗

こ
の
作品は 、
巻十五の
「律
詩」
に
分
頬されてい
る 。

この
作品が
出
来る
までの
事
情を
少し
述べ
たい 。
元和
九
(八一

四)
年 、
楽天は
四
十三
歳で
あっ
た .
こ
の
歳の
暮れ 、
楽天は 、
元

和六
(八一一〉
年に
亡
くなっ
た
母
親の
陳氏の
喪が
あけ 、
下
部か

(四)



ら

長

安
に

召

さ

れ

た
。

そ

し

て
、

太

子

左

賛

善

大

夫

(

皇

太

子
の

補

佐

官、

補

導
の

職
〉

を

授

け

ら

れ‘

昭

国

里
に

居
た
.

明

け
て

十

(
入
一

五
)

年
六

月

三

目、

宰

相
の

武

元

衡

〈

乾

元

元

〈

七

五

八
〉

年

3

元

和

十

〈
八
一

五
〉

年
〉

が
、

宮

廷
へ

参

内
の

途中、

情

安

里
の

自

宅
の

近

く
で

暗

殺

さ

れ

る

と
い

う

事

件
が

起

き
た
.

楽

天
は
、

あ

る

ま

じ

き

事

件
に

憤

慨

し
、

上

訴

し

て
、

急

ぎ

刺

客

を

捕

ら

え、

国

辱

を

雪
が

ん

こ

と

を

請

う

た
。

と
こ

ろ

が
、

楽

天
の

言

動
は
、

諌

官

を

差

し

置

い

た

越

権

行

為
で

あ
る

と

し

て
、

そ
の

責

任

を

関
わ

れ

る

と
い

う

結

果

を

招

く
の

で

あ
る
.

官

吏

と

し

て

は
、

こ

れ

ま

で
、

ま

ず

ま

ず

比

較

的

順

調

に

来

た

と

言
っ

て

も
い

い

で

あ

ろ

う

楽

天
に

も、

不

遇
の

時

代
が

訪

れ

た

の

で

あ
る
.

そ

し

て
、

楽

天
が

自

作

品
の

中

で

李

自
に

言

及

す

る

こ

と

は
こ

の

時

代

に

お

い

て

始

ま

る
.

楽

天、

四

十

四

歳
は
、

こ

の

事

件
で
‘

江

州

刺

史

(

江

西

省

付

近
の

知

事
)

に

出

さ

れ、

次
い

で

人

月
に

は

改
め

て

江

州

司

馬
に

陵
せ

ら

れ

る
.

そ

の

任

地
に

赴

〈

旅

途
で

の

製

作
で

あ
る
.

曽駒

李

社

詩

集

因

題

巻後

李

社
の

詩

集

を

続
み
、

因
っ

て

巻

後
に

題

す

翰

林

江

左
の

目、

員

外

剣

南
の

時.

高

き

官

職
を

得

ず、

の

ほ

苦

し

き

乱

離
に

逢
ふ
.

暮

年

遁

客
の

恨、

浮

生

諦

仙
の

悲.

吟

詠

千

古
に

流

れ、

2 

翰

林

江

左

目

員

外

剣

南

時

不

得

高

官

臓

の

逢

普

乱

離

暮

年

遁

客

恨

浮

生

請

仙

悲

吟

詠

流

千

古

3 4 5 8 7 

8 

声

名

動

四

夷

声

名

四

夷
を

動
か

す
。

文

場

供

秀

句

文

場

秀

句

を

供
し
、

楽

府

待

新

詞

楽

府

新

詞

を

待
つ
.

天

意

君

須

会

天

意

君

須

ら

く

会

す
べ

し
、

人

間

要

好

詩

人

間

好

詩
を

要

む
.

賀

監

知

章

目

李

白

為

鮪

仙

人
.

12 11 10 9 
こ

の

詩
は
、

李

白

と

杜

甫

を

交

互
に
、

ほ

ぽ

公

平
に

詠

じ

て

い

る
.

但

し

解

釈
に

は

三

税
が

あ
る
。

(
一
V

李白
の

こ

と

は
、

第
一
、

=一
、

六
、

十

句
に
、

杜

甫
の

こ

と

は
、

第
二
、

四、

五、

九

句
に

述
べ

て

い

る
。

第

七、

入

句
は

両

者
の

こ

と

を

述
べ
、

第十
一
、

十
二

旬

は
、

総

合
し

て

結

論

を

述
べ

て

い

る
。

(
二
〉

李自
の

こ

と
は
、

第
一
、

六

句
に
、

杜

甫
の

こ

と

は
、

第
二
、

五

句
に

述
べ

て

い

る
.

両

者
の

こ

と

を、

第

三、

四、

七、

入
、

九、

十

句
に

述
べ

て
い

る
.

第十

て

十
二

句

は

両

者

を

総

合
し

た

結

論
で

あ
る
。

(
三
〉

李

自
の

こ

と

は
‘

第

て

五
、

六
、

入
、

十

句
に
、

杜

甫
の

こ

と

は
、

第
二
、

三、

四、

七、

九

句
に

述
べ

て

い

る
。

第

十
一
、

十
二

句

は
、

両

者

を

総

合
し

た

結

論
で

あ
る
.

と

す

る

も
の

で

あ
る
.

李白
が

輸

林

供

奉

(

皇

帝
の

秘

書、

詔

勅

等
を

作
る

官)

と

な
っ

た

の

【
偉
a
v

は
、

こ

の

時
を

去
る

七

十
二

年

前
の

天

宝
二

(
七

四

三
》

年
で

あ

り
、

辞

去

し

た

の

は
、

天

宝

三

載

ハ

七

四

四

年
》

で
、

四

十

三

歳
か

ら

四

十

四

歳

に

か

け
て

の

こ

と

で

あ
っ

た
.

こ

の

李

白
が

官
を

辞

し

た

時
の

年

齢
は
、

偶

然
の

こ

と

な

が

ら、

白

楽

天
の

今
の

年

齢

と

同

じ

で

あ
る
.

ま

た

先
に

も

李

白
が

遊

ん

だ

こ

と
の

あ
る

江

左
の

地

(

長

江

下

流
の

南
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部
江
蘇 、
漸
江一
帯)
は 、
江
を
遡
れ
ば 、
楽
天
が
流
さ
れ
る
江
州に
連

な
る 。
ま
た
そ
の
江
州
は 、
李
白
が 、
至
徳二
載〈
七
五
七
年) 、
五
十
七

歳で
永
主
隣の
幕
佐
と
な
り 、
永
王
敗
死
す
る
や 、
連
座
の
罪に
関
わ
れ

捕
ら
え
ら
れ
た
所
で
あ
る 。
こ
ん
な
因
縁
が 、
楽
天
が
李
自に
思
い
を
致

し 、
そ
の
詩
集
を
読
む一
因
と
なっ
た
の
で
あ
ろ
うか 。

ま
た 、

李白が
蘇
碩
に
文
才
を
認め
ら
れ
た
の
は 、
二
十
歳の
時
(
開

元
入
〈
七
二
O〉
年〉
で
あ
り 、
賀
知
章の
知
遇
を
得た
時は 、
四
十二

歳の
時
(
天
宝
元
〈
七
回
二〉
年〉
で
あっ
た 。

楽
天
が 、
文
名
を
もっ
て
鳴
る
顧
況
を
嘆
称
せ
し
め
た
と
伝
え
る
「
賦

得
古
原
草
送
別」
を
作っ
た
の
は 、
十
五・
六
歳
〈
貞
元二・
三
〈
七
八

六・
七〉
年)
の
頃で
あ
り 、

翰
林
学
士
と
なっ
た
の
は 、
三
十
六
歳

(
元
和二
〈八
O
七〉
年〉
で
あっ
た .

従っ
て 、
少
な
く
と
も 、

官界 、
文
壇
の
お
け
る
運の
良
き
で
は 、
楽

天
は
李
自に
渇き
る
こ
と
は
あっ
て
も
劣
る
こ
と
は
無かっ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る .
そ
れ
だ
けに 、
李
白
が
翰
林
供
奉
を
最
後に
高
位に
登る
こ

と
も
な
く 、
ま
た 、
賀
知
章の
い
う
「
舗
仙
人」
の
悲
し
み
を
抱い
た
こ

と
は 、
官
位
は
自
分の
方が
上
で
あ
り 、
し
か
も
李
白に
似て 、
罪
を
着

せ
ら
れ
て
流
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て 、
楽
天に
とっ
て
は 、
他
人
事に
は

思
え
な
かっ
た
で
あ
ろ
う .
恐
ら
〈 、
楽
天
の
眼
に
は
李
自
の
不
遇
と
今

の
自
分の
不
幸
と
が 、
重
な
り
合っ
て
写っ
て
い
た
の
に
違い
ない 。

き
て 、
=一
説の
(一)
に
よっ
て 、
ま
と
め
る
と
次の
よ
うに
な
る 。

李
自
に
対
す
る
見
方

①
翰
林
学
士
で
あ
る
李
白
は
江
左つ
ま
り

呉
地
方に
遊ん
だ
事が
あ
る 。

③高い
官
職
を
得る
こ
と
無
く
終
わっ
た 。

⑥
舗
仙
の
悲
し
み
を
抱い
た .

⑮
集
府に
新
詞
を
提
供
し
た .

杜
甫に
対
す
る
見
方

②
工
部
員
外
郎
で
あ
る
杜
甫は
剣
南つ
ま
り
寄に
遊ん
だ
こ
と
が
あ
る 。

③
戦
乱に
遭い一
族
離
散の
苦
し
み
に
逢っ
た .

⑤
晩
年に
隠
者の
よ
う
な
苦
し
み
を
味
わ
い
身の
上
を
恨
ん
だ .

⑨
文
壇に
秀
句
を
提
供
し
た .

両
者に
共
通
す
る
見
方

⑦
そ
の
吟
詠は
千
古に
伝
わっ
た .

③
名
声
と
評
判
と
は
内
外
に
振
るっ
た .

両
者
を
総
合
し
た
結
論

⑪
天
帝の
意
図
を
君
遣は
理
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない .

⑫
人
間
世
界が
好
詩
を
求め
て
い
る 、
〈
そ
れ
で 、
好
い
詩
を
提
供
さ
せ

る
た
め
に
こ
の
偉
大
な
二
詩
人
を
遣
わ
し
た
の
で
あ
る〉
こ
と
を 。

(二〉
説は 、
先に
述べ
た
と
お
り
で
あ
る .
李
自の
こ
と
は 、

①⑤

に 、
社
甫の
こ
と
は 、
②
⑤に
述べ
て
い
る 。

③④⑦
③
⑨⑪は
両
者の

こ
と
を
述べ
て
い
る 。
⑪
⑫は
両
者
を
総
合
し
た
結
論
で
あ
る 、
と
す
る

解
釈で
あ
る .

〈三)
説は 、
先に
述べ
た
と
お
り
で 、
李
自の
こ
と
は 、
①
⑤
⑥
③

⑪に 、
杜
甫の
こ
と
は 、

②③

④⑦⑨に
述べ
て
い
る 。
⑪
⑫は
両
者
を

総
合
し
た
結
論で
あ
る 、
と
す
る
解
釈で
あ
る .

な
お 、
緯
愈は
こ
の一
年
後
(
元
和
十一
〈八
二ハ〉
年〉
に 、
「
調
張

円住sv

籍」
と
い
う
作
品
を
作っ
て 、
似た
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る .

し
か
し 、
楽
天に
とっ
て
は 、
李
白は
あ
く
ま
で
も
杜
甫に
次い
で
学

ば
れ
るべ
き
存
在
で
ある 、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
うで
あ
る .
そ
れ
は 、

次の
手
紙に
よっ
て
言
え
よ
う 。
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①
z
g
②
与
元
九
書

③
0
7

十
(∞-
3
年
⑦
江
〈
江
州)

こ
の
作
品
は
巻
四
十
五
に
あ
る。

元
積、
字
は
徴
之
〈
三
十
七
歳)
は、
元
和
十
年、
鹿
請
先
の
通
州
で、

自
分
の
詩
集
を
ま
と
め
た.
そ
れ
を
友
人
の
楽
天
に
送
る
に
際
し
て、
自

己
の
文
学
観
を
ま
と
め
た
手
紙
「
序
詩
寄
楽
天
書」
(o
a
コ
を
奮
い
た。

楽
天
(
四
十
四
歳)
は、
こ
の
徴
之
の
手
紙
に
対
し
て、
同
年
の
十
二

《住a】

月、
江
州
で、
「
与
元
九
書」
を
書
い
た
の
で
あ
る.

楽
天
の
文
学
観
を
伺
う
に
は
好
都
合
の
文
章
で
あ
る。
文
中
の
文
学
論

は、・

毛詩
の
大
序、
集
記
の
文
学
思
想
を、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
布
延
し

た
も
の
で
あ
る.
初
め
の
部
分
に
総
論
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
り、
続
い

て
楓
諭
詩
の
歴
史
〈
そ
の
衰
微
史〉
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
続
く。
罰
論

詩
は
唐
代
に
至
っ
て
再
興
の
兆
し
が
見
え
る、
と
す
る。
そ
の
唐
代
の
詩

に
つ
い
て
述べ
た
部
分
に、
次
の一
節
が
あ
る.
こ
の
中
に
李
白、
杜
甫

に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る。

(
五〉

④:::

⑤
書

⑥
元
和

③
四
四
歳

⑨
憲
宗

与
元
九
書

元
九
に
与
ふ
る
の
書
(
節
録)

〈
A〉

唐
興
二
百
年，
其
問
詩
人
不
可
勝
数.
所
可
挙
者，
陳
子
昂
有

感
遇
詩
二
十
首，

飽防
有
感
興
詩
十
五
首.
文
詩
之
豪
者，
世
称
李、

杜 ，
李
之
作
才
実
奇
尖 ，
人
不
遣
実 。
索
其
風
雅
比
興 ，
十
無一
駕 .
杜

詩
最
多，
可
伝
者
千
余
篇，
至
於
貫
穿
今
古，
耐
震
格
律，
尽
工
尽
普，

又
過
於
李.
然
撮
其
新
安
吏、
石
壕
吏、
温
関
吏、
塞
草
子、
留
花
門
之

章，
「
朱
門
酒
肉
臭・
路
有
凍
死
骨」
之
句，
亦
不
過
三
四
十
首。
杜
尚

如
此，
況
不
逮
杜
者
乎
?

楽
天
は、
李
白、
社
甫
は、
唐
代
に
入
っ
て
よ
り
自
分
に
至
る
ま
で
の

聞
の、
詩
人
中
の
大
物
で
あ
る、
と
見
て
い
る。
し
か
し、
『
詩
経』
の

「
瓢
諭」
精
神
の
体
得
者、
実
践
者、
「
瓢
諭
詩」
の
作
者
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と、
見
る
べ
き
作
品
は
大
変
に
少
な
い、
と
言
う
の
で
あ
る.

李
白
に
つ
い
て
は、

。
作
品
に
は
才
能
が
あ
ふ
れ、
表
現
の
奇
抜
き
に
富
む
も
の
で
あ
る。
他

の
人
は
及
ば
な
い。
し
か
し、
見
る
べ
き
も
の
は
全
作
品
の
十
分
の一

も
な
い。

社
甫
に
つ
い
て
は、

o
伝
え
る
べ
き
作
品
は
千
余
首
も
あ
る。
古
今
を
通
じ
る
詩
人
の
美
点
を

吸
収
し、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
詩
の
風
体
を
具
備
す
る
に
至
り、
精
工
の
限

り
を
尽
く
し、
美
普
の
極
を
窮
め
て
い
て、
李
自
に
勝
る.
し
か
し、

三
吏、
声
子
閥、
花
門
の
章、
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百
字
の
ご
と
き

作
品
で
取
る
べ
き
も
の
と
い
う
と、
わ
ず
か
に
三、
四
十
首
に
過
ぎ
な

BU
 

と
い
う。

な
お、
こ
の
杜
甫
を
高
く
評
価
す
る
言
辞
は、
楽
天
の
こ
れ
ま
で
の
政

治

感覚、
そ
の
作
品
製
作
の
態
度
か
ら
考
え
て、
当
然
彼
自
身
の
も
の
で

あ
る
と
言
え
る.
け
れ
ど
も、
こ
れ
よ
り
二
年
前
(
元
和
八
年、
∞
ロ
年)

に
元
徹
之
が
社
甫
の
墓
誌
銘
を
書
き、
そ
の
中
で
世
が
李
社
を
併
称
す
る

の
に
具
を
唱
え、
社
甫
を
揚
げ
て
李
白
を
低
く
評
価
し
て
い
る.
楽
天
は、

《住TV

徴
之
の
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
影
智
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る.

花
房
英
樹
博
士
は、
上
記
文
中
の
「
豪」
に
つ
い
て
は、
「
至
於
貫
穿
i

尽
工
尽
普」
を
そ
の
内
容
説
明
で
あ
る
と
見
て、
白
楽
天
は、
杜
甫
の
歌
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詩
を、
高
く
讃
え
て
い
る.
そ
し
て、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
元
績
に
も

あっ
て、
「
社
君
墓
係
銘
の
序」
の
「

豪遁」
と
「
滑
深」
と
「
律
切」
と

い
う
元
穫
の
評
価
を、
楽
天
は
基
本
的
に
み
と
め
て
い
た.
そ
の
立
場
で

い
え
ば、
杜
甫
の
文
学
は、
「
豪
に
し
て
工」
と
で
も、
仮
に
名
づ
け
得
る

円芭SV

も
の
で
も
あっ
た.
と
さ
れ
る。

〈
B〉

文
昨
過
漢
南
日，
適
遇
主
人
集
衆
楽
娯
他
賓，
諸
妓
見
僕
来，

指
而
相
顕
目・
・
此
是
秦
中
吟、
長
恨
歌
主
耳。
自
長
安
抵
江
西，
三
四

千
里，
凡
郷
校、
仏
寺、
逆
旅、
行
舟
之
中，
往
々
有
題
僕
詩
者。
士
庶、

僧
徒、
繍
婦、
処
女
之
口，
毎
々
有
詠
僕
詩
者.
此
誠
離
直
之
戯，
不
足

為
多。
然
今
時
俗
所
重，
正
在
此
耳。
雄
前
賢
如
淵、
雲
者，
前
輩
如
李、

杜
者，
亦
宋
能
忘
情
於
其
問
哉
!

こ
の
部
分
で
は、
楽
天
は
自
分
の
作
品
に
つ
い
て、
自
分
の
考
え
と
立

場
を
説
明
し
て
い
る.

楽
天
は、
担
論
詩
を
第一
に
上
げ
る
べ
き
文
学
と
し
て
い
る
か
ら
「
秦

中
吟」
が
評
判
に
な
っ
た
こ
と
は
好
い
と
考
え
て
い
る
と
恩
わ
れ
る。

し
か
し、
「
長
恨
歌」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な、
感
傷
詩
が
も
て
は
や
さ

れ
る
の
は
本
意
で
は
な
い.
そ
れ
は、
言
う
な
れ
ば
文
学
的
戯
作
で
あ
る

か
ら
で
あ
る、
と
い
う
の
で
あ
る。

し
か
し、

0
こ
の
種
の
文
学
は、
(
王
褒
や
揚
雄)
李
白
や
杜
甫
も
作
り
た
い
と
い

う
誘
惑
に
は、
な
か
な
か
抗
し
が
た
か
っ
た
も
の
で
あ
る。

と
弁
解
が
ま
し
く
言っ
て
い
る.

楽
天
は、
李
自
の
神
仙、
山
水、
飲
酒 、

婦
女
等
を
詠
じ
た
も
の
の
中

に、
今
評
判
に
な
っ
て
い
る
己
の
文
学
と
通
ず
る
気
分
の
あ
る
も
の
を
見

出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う.
し
か
し、
杜
甫
の
場
合
は、
ど
の
よ
う
な
作

品
を
そ
れ
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

こ
の
記
事
の
後
に、
己
の
今
の
行
き
づ
ま
り
は
当
然
で
あ
る、
と
述べ

て、
続
け
て
次
の
よ
う
に
言っ
て
い
る.

〈
C〉

況
詩
人
多
寒，
如
陳
子
昂、
杜
甫，
各
授一
拾
遺，
市
遁
剥
至

死。
李
白、
孟
浩
然
輩
不
及一
命，
窮
体
終
身.
近
日
孟
郊
六
十，
終
試

協
律.
張
籍
五
十，
未
離一
太
祝。
彼
何
人
哉，
彼
何
人
哉
!

李
自
に
つ
い
て
ま
と
め
る.

李
白
と
孟
浩
然
と
を
並
記
し
て
い
る.

(
杜
甫
と
孟
浩
然
と
を
並
記
す
る
形
は
前
に
掲
げ
た
「
競
郵
紡
詩」
に

見
え
る.
な
お、
陳
子
昂
と
李
白
と
を
並
記
す
る
形
が
後
に
掲
げ
る
「
江

棲
夜
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻」
に
見
え
る)

0
李
白
は一
度
の
任
命
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
行
き
詰っ
て
身
を
終
え
た。

杜
甫
に
つ
い
て
ま
と
め
る.

陳
子
昂
と
社
甫
と
を
並
記
し
て
い
る.
(
こ
の
形
は
前
に
掲
げ
た
作
品

「
初
授
拾
遺」、
「
傷
唐
衝二
首
そ
の
こ」
に
も
見
え
る.)

。
(
陳
子
昂〉、
杜
甫
は一
拾
遣
を
授
け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る。

〈「
拾
遺」
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
言
い
方
は
前
に
掲
げ
た
「
読
郵
紡

詩」
に
も
見
え
る。)

楽
天
は、
李
白、
杜
甫、
共
に
不
遇
の
詩
人
で
あっ
た、
と
見
て
い
る

の
で
あ
る.
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き
て 、
(
四〉
で
取
り
上
げ
た 、
長
安
か
ら
江
州へ
赴
く
と
き 、
手に
し

て
い
た
あの
李
社の
詩
集
は 、
多
分
身
近に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う 。
そ

し
て 、
詩
集
を
絶
え
ず
見
て
い
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
?
あ
る
い
は 、
江
州

に
不
遇
を
か
こ
つ
こ
と
三
年の
悲
哀
が 、
彼
を
し
て一
一層
不
遇の
李
白
を

思
わ
し
め
た
為
で
あ
ろ
う
か
?

次
の
作
品
で
も 、
元
徽
之
と
自
身の
不
幸に
こ
と
寄
せ
て 、
李
自
の
こ

と
を
詠い
嘆い
て
い
る 。

①
5
8
②
江
楼
夜
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻
③0
3

④
詩
⑤
五
排
⑥
元
和
十二
(
巴
ご
年
⑦
江
③
四
六

歳
⑨
憲
宗

こ
の
作
品
は 、
巻
十
七
の
「
律
詩」
に
分
類
さ
れ
て
い
る 。
元
和
十二

円住自V

年 、
楽
天
四
十六
歳の
時の
作
で
あ
る 。

(六〉
2 

江
接
夜
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻

江
楼
夜
元
九
が
律
詩
を
吟
じ
三
十
韻
を
成
す

昨
夜
江
楼
上

昨
夜
江
楼の
上 、

吟
君
数
十
篇

君
が
数
十
篇
を
吟
ず .

調
瓢
朱
盤
底

詞
は
朱
置の
底に
瓢
り 、

韻
堕
様
江
前

韻は
海
江
の
前に
堕つ 。

清
楚
音
譜
律

清
楚に
し
て
音
律に
譜
ひ 、

精
微
思
入
玄

精
微に
し
て
思
玄
に
入
る 。

収
将
白
書
麗

白
雪の
麗
し
き
を
収
め
将
り 、

奪
尽
碧
雲
締

碧
雲の
研
を
奪い
尽
く
す 。

3 4 5 6 7 8 

33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 1，8 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

寸
蔵
金
為
句

双
離
玉
作
聯

八
風
凄
開
発

五
彩
畑
相
宜

氷
拘
声
声
冷

珠
排
字
字
円

文
頭
交
比
摘

筋
骨
軟
於
綿

瀕
湧
岡
波
浪

鐸
縦
過
管
絃

睡
泉
流
出
地

鈎
楽
下
従
天

神
鬼
聞
如
泣

魚
竜
聴
似禅

星
廻
疑
来
集

月落
為
留
連

雁
感
無
鳴
者

猿
慾
亦
情
然

交
流
遍
客
涙

停
住
買
人
船

闇
被
歌
姫
乞

潜
聞
思
婦
伝

斜
行
題
粉
壁

短
巻
写
紅
筆

肉
味
経
時
忘

寸
哉
金
を
句
と
為
し 、

双
離
玉
を
聯
と
作
す 。

八
風
凄と
し
て
聞に
発
り 、

五
彩
燭と
し
て
相
宣
ぶ 。

氷の
ご
と
く
如い
て
ー

声
声
冷
か
に 、

珠の
ご
と
く
排
ね
て
字
字
円
か
な
り 。

文
頭
交
り
て
績に
比べ 、

筋
骨
綿
よ
り
も
軟
な
り 。

瀕
湧
と
し
て
波
浪
に
同
じ
く 、

録
縦
と
し
て
管
絃
に
過
ぐ 。

瞳
泉
流
れ
て
地
よ
り
出
で 、

鈎
楽
下っ
て
天
よ
り
す 。

神
鬼
聞い
て
泣
くが
如
く 、

魚
竜
聴い
て
禅に
似
た
り 。

星
廻
り
衆
集
せ
ん
と
疑
し 、

月
落
ち
ん
と
し
て
為に
留
連
す 。

雁
感
じ
て
鳴
く
者
無
く 、

猿
慾へ
て
亦た
情
然た
り 。

遷
客の
涙
を
交
流
し 、

買
人の
船
を
停
住
す 。

閣に
歌
姫に
乞
は
れ 、

潜に
思
婦の
伝
ふ
る
を
聞
く 。

斜
行
紛
壁
に
題
し 、

短
巻
紅
隻に
写
す .

肉
味
時
を
経
て
忘
れ 、
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36 35 34 

頭
風
当
日
産

頭
風
当
日
に
疫
ゆ 。

老
張
知
定
伏

老
張
知っ
て
定
め
て
伏
せ
ん 、

短
李
愛
応
領

短
李
愛し
て
応に
願
ずベ
し 。

張
十
入
籍 、
李二
十
紳 、
皆
攻
律
詩 、
故
云 。

道
屈
才
方
振

道
屈
し
て
才
方に
振
い 、

身
閑
業
始
専

身
閑に
し
て
業
始め
て
専
な
り 。

天
教
声
短
赫

天
声
を
し
て
短
赫
な
ら
し
め 、

理
合
命
遁
連

理
合に
命遁
遁
な
るべ
し .

顧
我
文
章
劣

我
が
文
章の
劣
れ
る
を
顧
み 、

知
他
気
力
全

他の
気
力
の
全
き
を
知
る 。

功
夫
難
共
到

功
夫
共に
到
る
と
難
も 、

巧
拙
尚
相
懸

巧
拙
尚ほ
相
懸
な
り 。

各
有
詩
千
首

各々
詩
千
首
有
り 、

倶
鋤
海一
辺

倶に
海
の一
辺に
鋤つ 。

白
頭
吟
処
変

白
頭
吟
処に
変
じ 、

青
眼
望
中
穿

青
眼
望
中に
穿つ 。

酬
答
朝
妨
食

酬
答し
て
朝に
食
を
妨
げ 、

披
尋
夜
廃
眠

披
尋し
て
夜
眠
を
廃
す 。

老
償
文
債
負

老い
て
償ふ
文の
債
負 、

宿
結字
因
縁

宿
結
す
字の
因
縁 。

毎
歎
陳
夫
子

毎に
歎
ず
陳
夫
子 、

陳
子
昂
著
感
遇
詩
称
於
世 。

常
盤
李
縞
仙

常に
墜
す
李
績
仙 。

賀
知
章
謂
李
白
為
「
績
仙
人」 .

名
高
折
人
爵

名
高
う
し
て
人
爵
を
折
き 、

思い
苦
し
ん
で
天
年を
滅
ず 。

陳
寛
無
官 、
李
亦
早
夫 。

当
時の
遇
を
得
ず 、

空
し
く
後
代
を
し
て
憐
ま
し
む 。

相
悲
し
む
こ
と
今
此
の
若し 、

池
浦
と
通
川
と 。

56 

息
苦
減
天
年

60 59 58 51 

不
得
当
時
遇

空
令
後
代
憐

相
悲
今
若
此

池
浦
与
通
川

53 52 51 50 49 48 41 46 45 44 43 42 41 40 39 38 31 54 

楽
天
は 、
三
十
七
3

四
十
句
で 、
元
徹
之に
向
か
い 、
栄
達
の
道が
行

き
詰
まっ
て
君
の
詩
才は
発
揮
さ
れ 、
身
体
が
暇に
なっ
た
の
で 、
君
は

力
を
専
ら
詩に
注
ぐこ
と
が
出
来
る
よ
うに
なっ
た
の
だ 。
こ
れ
は 、
天

が
君
の
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
赫
都た
る
もの
に
す
る
た
め
に 、
天
道
は

君
の
運
命
を
第
地に
落
と
し
た
の
に
違い
な
い 。
とい
うこ
と
が
言
え
よ

う 、
と
いっ
て
い
る 。
ま
た 、
五
十三
i

五
十八
句
で
は 、
こ
の
不
幸の

形
は 、
昔 、
陳
子
昂
と
李
自に
お
い
て
既に
繰
り

返さ
れ
た
こ
と
を
思い 、

嘆
息
す
る
の
で
あ
る .
そ
し
て 、
五
十
九
1

六
十
句
で 、
楽
天に
は
徴
之

と
共に 、
己
の
不
幸
も
李
自
の
そ
れ
に
類
す
る
もの
で
あ
る 、
と
悲
痛
な

思い
に
駆
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

詩
中
楽
天
は 、
李
自に
つ
い
て
次
の
よ
うに
言
う .

0
李
自
の
こ
と
を
思い 、
い
つ
も
嘆
息し
て
い
る 。

0
詩
名
が
跡赫た
る
が
故に 、
官
職に
お
い
て
は
挫
折
を
し
た 。

o
当
時
は
不
遇
で
あっ
た 。

0
空
し
く
後
代の
人々
に
憐慣の
情
を
抱か
せ
て
い
る .

ルコそ
し
て 、
翌
年
楽
天
は
李
自の
墓
を
訪
ね
る
の
で
あ
る 。
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(
七)

⑥
元
和

①
5
8
②
李
白
墓
③
0
3
④
陵
墓
⑤
七
律

十三
(∞-
g
年
⑦
江
③
四
七
歳
⑨
憲
宗

こ
の
作
品
は 、
巻
十
七
の
「
律
詩」
に
入っ
て
い
る 。

楽
天に
は 、
李
自に
対し
て 、
ま
ず
不
遇の
人
と
し
て
の
共
感
が
あ
り 、

李
自の
文
学に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う .
更に
ま
た 、
李

白の
額
み
を
受
け
て
『
草
堂
集
十
巻』
を
編
集
し 、
その
序
文
も
書い
た

李
陽
涼の
素
晴
ら
し
い
筆書に
心
惹か
れ 、
そ
こ
か
ら
気
持
ち
が
動い
て

円註ωv

の
こ
と
で
あっ
た
か
も
知
れ
な
い .
い
ず
れ
に
し
ろ 、
楽
天
は 、
宣
州

(
今の
安
徹
省)
当
塗
県の
北 、
青
山
ハ
牛
渚
山)
の
東
麓に
あ
る
李
白

円
住uv

の
墓
を
訪
ね 、
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る .

2 

李
白
墓

采
石
江
辺
李白
墳

遁
田
無
限
草
連
雲

可
憐
荒
卿
窮
泉
骨

曽
有驚
天
動
地
文

但
是
詩
人
多薄
命

就
中
論落不
過
君

李
自
の
墓

采
石
江
辺
李
自の
墳 、

田
を
遁
り
て
限
り
無
く
草
雲に
連
な
る 。

憐
むべ
し
荒
繭
窮
泉の
骨 、

曽
て
驚
天
動
地の
文
あ
り 。

但だ
是
れ
詩
人
多
くは
薄
命 、

就
中
治
落
す
る
こ
と
君
に
過
ぎ
ず 。

3 4 5 6 
楽
天
は 、
草
荏
荏た
る
墓
前
に
伶
み 、
こ
の
荒れ
た
塚の
下 、
黄
泉に

眠
る
骨が 、
か
つ
て
は 、
六
朝
以
来
唯一
の
詩
人
と
し
て 、
天
地
も
驚か

す
名
詩
を
作っ
た
の
だ 、
と
し
み
じ
み
思
う 。

後
半
三
句に
李
自に
対
す
る
楽
天の
気
持
ち
が
出
て
い
る 。

o
李
白は 、
昔は
天
地
を
驚か
し
揺
る
が
す
詩
文
を
作っ
た 。

o
詩
人の
多
くは
不
運
な
もの
で
あ
る .

O
李
白
は
と
り
わ
け
ひ
ど
く
落
ち
ぶ
れ
て
い
た 。

楽
天
に
は 、
己
の
論
落の
悲
し
み
を
通
じ
て
李
白の
不
遇
が 、
痛い
ば

か
り
に
胸に
響い
て
来
て
い
た
の
で
あ
る .

以
後 、
楽
天
は
李
白
と
杜
甫に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
を
殆
ど
し
な
い 。

そ
し
て 、
こ
の
江
州
で
の
生
活
も
ま
も
な
く
終
わ
り
を
告
げ
る
の
で
あ

る 。
楽
天
は
こ
の
年の
十二
月二
十
日 、
忠
州
刺
史
(
四
川
省
付
近の
知

事)
に
任じ
ら
れ
る
の
で
あ
る .

た
だ
し 、
以
後に
お
い
て 、
ず
うっ
と
晩
年に
なっ
て
で
あ
る
が 、
楽

天
は
李
杜
に
つ
い
て一
言
ふ
れ
て
い
る .
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〈入〉

③:::

⑤序
⑥
太
和
八

③六
三
歳
⑨
文
宗

①
包
お

②序
洛
詩
③
1
0

2N@〉
年
⑦
都
〈
洛
陽〉

こ
の
作
品
は 、
巻
七
十に
あ
る .

太
和
八
年 、
六
十
三
歳 、
洛
陽
で
の
作
品
を
編
集
し 、
「
洛
詩」
が
成っ

た
時に
綴っ
た
序
文の
初
め
の
部
分で
あ
る .

序
洛
詩

洛
詩に
序
す
(
節
録)

序
洛
詩 ，
楽
天
自
叙
在
洛
之
楽
也 .
予
歴
覧
古
今
歌
詩 ，
自
風 、
騒
之

後 ，
蘇 、
李
以
還，
「
注・
・

李
陵 、
蘇
武
始
為
五
言
詩 .」
次
及
飽 、
謝

徒 ，
迄
子李 、
社
輩 .
其
間
詞
人
間
知
者
累
百 ，
詩
章
流
伝
者
鉦
万 。
観

其
所
自 ，
多
国
議
寛
譜
逐，
征
氏
行
旅，
凍
仮
病
老 ，
存
没
別
離 ，
情
発

於
中 ，
文
形
於
外 .
故
憤
憂
怨
傷
之
作 ，
通
計
今
古 ，
什
八
九
駕 。
世
所



謂

文
士

多

数

奇
，

詩

人

尤

命

薄
，

於

斯

見

合失 。

又

有

以

知

理

安

之

世

少
，

離

乱

之

時

多 ・

亦

明

失 .

詩

経

以

後

多

く
の

詩

人
が

居
た

。

そ
の

作

品

を

見
る

に
、

多

く
は

憤

憂

怨

傷
の

作

品
で

、

そ

れ

が

八
、

九

割

を

占
め

て

い

る
.

い

わ

ゆ
る

文
士

の

運

命
は

数

奇
で

あ

り 、

詩

人
は

最

も
不

遇

な
の

で

あ

る
。

そ

し

て
、

o

命

薄

き

詩

人
の

中
に

李

白 、

杜

甫

も
い

た
。

と
い

う
の

で

あ

る
。

三 、

白
楽
天
の
李
社
観

以
上

の

検

討
か

ら 、

楽

天
の

李

白 、

杜

甫
に

対

す

る

見

方 、

即

ち

「

白

楽

天
の

李

杜

観
」

を

逐

条

的
に

ま

と

め

る
。

〈

〉

は

取

り

あ

げ
た

作
品
の

順

を

示

す .

ま

ず 、

李

自
に

つ

い

て
。

ィ
、

翰

林

学
士

で

あ

る

李

白
は

江

左
に

遊
ん

だ

こ

と

が

あ
る

。

〈

四
V

ロ
、

高
い

官

職

を

得
る

こ

と

無

く

終
わ
っ

た
。

〈

四
〉

ハ
、

請

仙
の

悲
し

み

を

抱
い

た
.

〈

四
〉

ニ
、

集

府
に

新

調

を

提

供
し

た
。

〈

四
〉

ホ
、

吟

詠

は

千

古
に

伝

わ

り 、

名

声
と

評

判
と

は

内

外
に

振
る
っ

た
。

〈

四
〉

へ
、

作

品
に

は

才

能
が

あ
ふ

れ 、

表

現
の

奇

抜

き

に

富

む
.

他
の

人
は

及

ば

な
い

.

し

か

し
、

見

る
べ

き

も
の

は

十

分
の
一

も

な
い

.

〈

五
〉

ト
、

(

楽

天
の

感

傷

詩
の

ご

と

き)

作

品

を

作

り

た

い

と

い

う

気

持

ち

が

あ
っ

た
.

八

五
〉

一

度
の

任

命

を

受

け
る

こ

と

も

な

く

行

き

詰

ま
っ

て

身

を

終

え

た
。

〈

五
〉

リ
、

詩

名

赫

跡
た

る

が

故
に

官

職
に

お

い

て

挫

折

を

し

た
。

〈

六
〉

ヌ
、

空

し

く

後

代
の

人
々

に

憐

欄
の

情

を

抱
か

せ

て

い

る
.

〈

六
〉

ル
、

昔
は

天

地

を

驚
か

し

揺

る

が

す

詩

文

を

作
っ

た
。

〈

七
〉

オ
、

不

遇
で

あ
っ

た
。

〈

六
〉

〈

八
〉

ワ
、

ひ

ど

く

落

ち

ぶ

れ
て

い

た
。

〈

七
〉

チ

次
に

、

杜

甫
に

つ

い

て
。

イ
、

才

能
と

名

声
と

は
、

天

地

を

兼

ね

る

ほ

ど

で

あ
っ

た
。

〈
一
〉

ロ
、

拾

遣

に

し

か

な

れ

な

か

っ

た
。

(

不

遇

で

あ
っ

た
)

〈
一

〉

〈

二
〉

〈

五
〉

〈

入
〉

ハ
、

〈
『

詩

経
』

以

後

衰

え

た
)

調

諭

詩

を

再
び

製

作
し

始
め

た

人
で

あ

る
。

〈

三
〉

ニ
、

文

壇
に

秀

句

を

提

供

し

た
。

〈

四
〉

ホ
、

工

部

員

外

郎
で

あ
る

社

甫
は

剣

南
に

遊
ん

だ

こ

と

が

あ

る
。

〈

四
〉

へ
、

戦

乱
に

遭
い
一

族

離

散
の

苦

し

み

に

逢
っ

た
.

〈

四
〉

ト
、

晩

年
に

曙

者
の

よ

う

な

苦
し

み

を

味

わ

い

身
の

上

を

恨

ん

だ
。

〈

四
〉

チ
、

そ
の

吟

詠

は

千

古
に

伝

わ

り 、

名

声
と

評

判

と

は

内

外
に

振

る
っ

た
。

〈

四
〉

リ
、

伝

え

る
べ

き

作

品
は

千

余

首

も

あ
る

.

古

今

を

通

じ

る

詩

人
の

美

点

を

吸

収
し
、

さ

ま

ざ

ま

な

歌

詩
の

風

体

を

具

備

す

る

に

至

り 、

精
工

の

限

り

を

尽

く

し 、

美

善
の

極

を

窮
め

て

い

て
、

李

白
に

勝
る

が
、

取
る
べ

き

作

品

は

三
、

四

十

首
に

過

ぎ

な
い

.

〈

五
〉
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ヌ
、

(

楽

天
の

感

傷

詩
の

ご

と

き
〉

作

品

を

作

り

た

い

と

い

う

気

持

ち

が

あ
っ

た
.

〈

五
〉

両

人
が

こ

の

よ

う
で

あ

る

こ

と

に

つ

い

て

は
、

次
の

よ

う
に

言

う 。

o

天

帝
の

意

図

を

君

遣
は

理

会

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

。

人

間

世

界
が

好

詩

を

求
め

て

い

る
、

ハ
そ

れ

で
、

人

聞
に

好
い

詩

を

提

供

さ

せ

る

た

め

に

こ

の

偉

大

な

ニ

詩

人

を

遣
わ

し

た

の

で

あ
る
〉

こ

と

を
。

〈

四
〉

な

お
、

両

者
の

優

劣
に

つ

い

て

は
、

楽

天
は

次
の

よ

う
に

考

え

て

い

た

よ

う

で

あ
る

.

0

李

白
は

、

あ

く

ま

で

も

杜

甫
に

次
い

で

学
ば

れ

る
べ

き

存

在
で

あ

る
。

〈

五
〉四 、

結

び

上

述
の

李

杜
に

言

及

す

る

記

事 、

即

ち

「

白

楽

天
の

李

杜

観
」

に

は
、

以

下

に

掲

げ

る

よ

う

な

特

徴
が

あ

る
。

①

(
一
)

か

ら

(
七
)

の

作

品
が

製

作
さ

れ

た

の

は
、

全

て

憲

宗

皇

帝
の

時

代
で

あ
る

。

〈
(
入
)
「

序

洛

詩
」

だ

け
が

文

宗

皇

帝

時

代
の

作

品
で

あ

る
.

〉

②

組

諭
の

作

品
が

あ

る

か

ど

う

か

と
い

う
こ

と

を

問

題

と

し

て

い

る
。

〈

李

杜
の

優

劣
は

主

と

し

て

こ

の

点
か

ら

論

じ

ら

れ

て

い

る
。

〉

③

官

職
に

こ

だ

わ
っ

て

い

る
.

〈

高
い

官

職
を

得

ら

れ

な

か
っ

た

こ

と

に

関

連
し

て
、

「

不

遇
」

で

あ
っ

た

と
い

う

言
い

方

を

し

て

い

る
。

〉

こ

れ

等
に

つ

い

て

は
、

次
の

よ

う
に

考

え

る

こ

と
が

で

き

る

で

あ

ろ

う 。

(
一
)

①

楽

天

が

官

吏
に

な
っ

た

の

は

憲

宗

皇

帝
の

時

代
で

あ
る

。

楽

天
は

、

こ

の

皇

帝
に

対
し

て
、

官

吏
に

取

り

立

て

ら

れ

た

と
い

う
こ

と

で

感

謝

の

気

持

を

持
っ

て

い

た
.

憲宗
は

、

政

治
に

対
し

て

意

欲

的
で

あ
っ

た
。

楽

天
は

、

こ

の

皇

帝
に

よ
っ

て

理

想
の

政

治
が

実

現
さ

れ

る

と
い

う

期

待

観

を

持
っ

た
.

そ

し

て
、

そ
の

た

め

に

役

立

ち

た

い

と

考

え

た
。

②

諌

官
に

な
っ

た

時 、

張

り

切
っ

て

動
め

、

意

欲

的
に

多

く
の

担

諭

詩

を

作
っ

た

の

は
、

憲宗

皇

帝
の

理

想
の

政

治
の

実

現
の

た

め

に

役

立

ち

た

い

と

考

え

た

か

ら

で

あ
る

.

ま

た
、

自

己
の

行

為
は

正

し

く

理

解
さ

れ

て
、

実

際
の

政

治
に

よ

い

影

響
を

与
え

ら

れ

る

と

信

じ

て

い

た
。

そ

し

て
、

李

社
の

作

品

を

瓢

諭
の

点
か

ら

評

価
し

た

の

は
、

そ
の

頃
は

、

詩

歌
は

政

治
に

対
し

て

役

立
つ

も
の

で

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
、

政

治
に

対

し

て

役

立
つ

瓢

諭

詩
こ

そ

が

文

学
で

あ
る

と
い

う

考

え

方

を

し

て

い

た

か

ら

で

あ
る

.

③

し

か

し 、

楽

天
の

見

通
し

は

甘
か
っ

た
。

楽

天
の

行

為
は

、

楽

天
の

期

待

通

り
に

は

受

け

取

ら

れ

な
か
っ

た
。

特
に

、

要

路
の

人
々

に

は

反

感

を

持
っ

て

迎

え

ら

れ

た
.

そ

し

て
、

左

遷
・

毘

縞

と
い

う

結

果

を

招

〈
の

で

あ
る

.

李

社
の

地

位

官

職 、

即

ち

李

白
の

翰

林

供

奉 、

杜

甫
の

拾

遺

等
に

関

し

て
、

そ

れ

以
上

に

昇

進
で

き

ず

不

遇
に

終

わ
っ

た

こ

と

を

問

題

と

し

た

の

は
、

こ

の

諌

官
の

地

位
こ

そ
は

、

政

治
に

取
っ

て

最

も

重

要

な

も
の

で

あ
る

に

も

拘
わ

ら

ず 、

誠

実
に

勤

め

れ

ば

勤

め

る

ほ

ど

危

険
が

増

す

官

職
で

あ

り 、

必

ず

し

も

努

力
に

対

応

し

た

結

果
が

得

ら

れ

な
い

こ

と

を 、

自

己
の

体

験
か

ら

実

感
し 、

李

自

社

甫

両

詩

人
に

同

情

し

た

か

ら

で

あ
ろ

う .

前

述
の

の

三
つ

の

特

徴
は

、

こ

こ

に

述
べ

た

よ

う
に

、

職

責
に

忠

実
で

あ

り

た

い

と

努

力

し

た

楽

天
の

考
え

方

や

姿

勢

を

反

映
し

た

も
の

で

あ
っ
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た
の
で
あ
る .

(一一)
ま
た 、
既に
見
て
来
た
と
お
り 、
楽
天
は 、
江
州
庭
請
以
後 、
李
白 、

杜
甫に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い 。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る .

そ
れ
は 、
江
州へ
の
庭
舗
と
い
う
苦い
体
験
を
通し
て 、
こ
の
頃か
ら 、

楽
天
は
儒
教
以
外の
老
荘
思
想
を
学び 、
仏
教に
も
親
し
む .
そ
し
て 、

均
衡の
取
れ
た
人
生
を
考
え
る
よ
う
に
な
る 。
言い
替
え
れ
ば 、
数
年
前

ま
で
の
儒
教
思
想
を
前
面に
押
し
出
し
た
よ
う
な 、
い
わ
ば
兼
済の
思
想

を
実
践
す
る
生
き
方
を
弱
め
る 。
そ
し
て
官
界に
お
け
る
身の
振
り
方に

も
慎
重に
な
り 、
独
善の
思
想
を
実
践
す
る 。
そ
の
結
果 、
人
生
の 、
少

な
く
と
も
官
吏
と
し
て
は
落
伍
者
で
あっ
た
李
白
や
杜
甫は 、
手
本
と
す

べ
き
人
物で
は
な
く
なっ
た
か
ら
で
あ
ろ
う .

李
白の
詩
も 、
不
遇
の
時
代に
お
い
て
で
あっ
た
れ
ば
こ
そ
共
感
も
あ

り
同
情
も
出
来
て 、
注
目
し
読
ん
だ
の
で
あっ
て 、
以
後は
大
詩
人
の
作

品
と
し
て
説
むこ
と
は
あっ
て
も 、
特に
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
く

なっ
た
た
め
で
あ
ろ
う .

杜
甫の
譲
論
詩に
つ
い
て
は 、
楽
天
が
官
界に
入っ
た
ば
か
り
の 、
理

想に
燃
え 、
血
気
盛
ん
で
あっ
た
若
年の
頃に
は 、
杜
甫の
民
衆の
叫
び 、

訴
え
を
代
表
す
る
よ
う
な
作
品
を 、
政
治
の
落
ち
度
を
指
摘
す
る
もの
と

し
て 、
創
作の
手
本に
出
来
た 。
し
か
し 、
諌
官の
立
場
を
離
れ 、
官
界

で
時
が
経
ち 、
人
民
を
治
め
る
こ
と
を
考
え
る
官
吏の
立
場に
お
い
て
腰

が
座っ
て
来
る
と 、
役
人
と
庶
民の
立
場の
相
違
も
明
確
に
意
識
さ
れ
て

来
る 。
楽
天
は
感
覚
的
に
は
比
較
的
庶
民に
近い
役
人
で
あ
り

得た
と
し

て
も 、
本
質
的
に
は
庶
民の
苦
悩
は
持
ち
得
な
い
立
場で
あ
り

性
格で
あ

る 。
そ
の
点
が
杜
甫
と
違っ
て
い
る .
そ
れ
故 、
杜
甫の
そ
れ
等の
作
品

も 、
楽
天に
は
手
本に
出
来
る
もの
で
無
く
なっ
て
来
た
か
ら
で
あ
ろ
う 。

皇
帝
が
替
わ
り 、
地
位
も
移っ
て 、
楽
天の
思
想
や
態
度
も
変わっ
た

か
ら
で
あ
る .

〔
注
記〕

(
l)

『
白
氏
長
慶
集』

文
学
古
籍
刊
行
社
一
九
五
五
年
出
版に

よ
る .
な
お 、
朱
金
城
第
校
『
白
居
易
集
第
校』

上
海
古
籍
出

版
社
一
九
八
八
年
十二
月
第一
版
を
参
照
し
た 。

(
2)

花
房
英
樹
著
『
白
民
文
集の
批
判
的
研
究』

昭
和
四
十
九

年

朋友
書
庖
再
版
の
「
総
合
作
晶
表」
に
よ
る 。

「
年
齢」
「
皇
帝」
等は 、
花
房
英
樹
著
『
白
居
易
研
究』
一
九

七一
年三
月
三
十一
日
世
界
思
想
社
出
版
「
白
居
易
年
譜」
に

よ
る

(
3)

(一)
(一一)
(三)
は
そ
れ
ぞ
れ
次に
よ
る .

〈一)
続
国
訳
漢
文
大
成
白
楽
天
詩
集ニ
佐
久
節
訳
解

国
民
文
庫
刊
行
会
昭
和
四
年
四
月
十
五
日
再
版
発
行
五
四
八 、

五
四
九
頁 .

つ
己
新
釈
漢
文
大
系
白
氏
文
集
三
岡
村
繁
著
昭
和
六
十

三
年
七
月二
十
五
日
明
治
書
院
三
二
三 、
三
二
四
頁 。

〈三)
「
白
楽
天
と
李
杜」
石
川
忠
久
著
新
釈
漢
文
大
系
季
報

払川
市
昭
和
六
三
年
七
月
発
行
明
治
書
院 .

(
4)

青
木
正
児
博
士
の
「
李
白
年
譜
略」
に
よ
る 。
『
李
白』

漢
詩
大
系
人
昭
和
四
十
年五
月
三
十一
日
初
版
集
英
社
出
版

三
六
O 、
三
六一
頁
参
照 。

一?�-



な
お、
大
野
実
之助
氏
は
「
李
太
白
年
譜」
で、
翰
林
供
奉
と

なっ
た
の
を、
天
宝
元
(
七
四
二)
年と
見、
翰
林
を
辞
去
し
た
の

は、
天
宝
三
載
(
七
四
四
年)
の
冬
よ
り
翌
四
歳
(
七
四
五
年)
春

に
至
る
聞
と
見て
い
る.

『
李
太
白
研
究』

早
稲
田
大
学
出
版
部
昭
和
三
十
四
年
四
月二

十
七
日
初
版
七
O
三、
七
O
四
頁
参
照。

(
5〉

韓
愈の
作
品
は、
次で
あ
る.

①

ニ
∞

②
調
張
籍

③
0
5

④
五
古

⑤
噸
戯

⑥
元
和
十
一

(∞-
g
年
⑦
京
師
③
四
十
九
歳
⑨
憲
宗

「
李
社
文
章
在、
光
熔
万
丈
長.
不
知
群
児
愚、
那
用
故
諦
傷
?

批
蜂
纏
大
樹、
可
笑
不
自
量.
伊
我
生
其
後、
挙
頚
遥
相
望。

夜
夢
多
見
之、
昼
思
反
徴
港。
徒
観
斧
撃
痕、
不
嘱
治
水
航。

想
当
施
手
時、
巨
刃
磨
天
揚.
根
崖
劃
崩
齢、
乾
坤
機
雷
破。

惟
此
両
夫
子、
家
居
率
荒
涼.
帝
欲
長
吟
吸、
故
遣
起
且
置。

前網
棚
送
穂
中、
使
看
百
鳥
朔.
平
生
千
万
篇、
金
蓮
垂
琳
現。

仙
官
勅
六
丁、
雷
電
下
取
将。
流
落
人
間
者、
太
山一
豪
さ。

我
願
生
両
麹、
捕
逐
出
入
荒.
精
識
忽
交
通、
百
怪
入
我
腸。

刺
手
抜
鯨
牙、
挙
瓢
酌
天
媛.
騰
身
跨
汗
漫、
不
著
織
女
裏.

願
語
地
上
友、
経
営
無
太
忙.
乞
君
飛
震
保、
与
我
高
額
頑。

斡
愈の
詩の
第
十
七
1二
十
句
は、
楽
天の
詩の
第
十一、
十
二

句
に
対
応
す
る
も
の
と
言
っ
て
良
さ
そ
う
で
あ
る。

(
6)

こ
れ
は
友
人
元
徹
之が
通
州か
ら
送っ
て
来た
「
叙
詩
寄
楽
天

書」
に
答
え
た
長
文の
手
紙
で
あ
る。
両
者の
手
紙
に
は
対
応
す
る

と
こ
ろ
が
多い。
楽
天の
手
紙
も
力
を
込
め
て
書い
た
と
見
え
て
よ

く
ま
と
まっ
て
い
る。
従っ
て、
楽
天の
文
学
観
を
知
る
の
に
好
都

合
の
資
料
と
なっ
て
い
る。
引
用
文は、
そ
の
中の
唐
代の
詩に
つ

い
て
述べ
た
部
分。

(
7)
元
積の
作
品
は、
『
元
氏
長
慶
集』
巻
五
十
六
に
あ
る。

①
S
2

②
唐
検
校
工
部
員
外
郎
杜
君
基
係
銘
井
序

③
5
6

④:::

⑤墓
誌
⑥
元
和八
〈
2
3
年
⑦:::
③三
十
五

歳

⑨
憲
宗

初
め
の
部
分
は、
「
与
元
九
書」
の
調
諭
詩
の
衰
微
の
歴
史
を
述

べ
た
部
分
と
形
が
似
て
い
る.
唐
代の
李
白、
杜
甫の
詩
に
つ
い
て、

次
の
如
く
言っ
て
い
る。

「
至
於
子
美，
蓋
所
謂
上
薄
風
騒、
下
該
沈
宋、
古
傍
蘇
李、
気
奪

曹
劉、
掩
顔
謝
之
孤
高、
雑
徐庚
之
流
麗，
尽
得
古
今
之
体
勢，
而

兼
人
人
之
所
独
専
実。
使
仲
尼
考
鍛
其
旨
要，
尚
不
知
貴，
其
多
乎

哉
!
有
以
為
能
所
不
能，
無
可
不
可，
則
詩
人
以
来，
未
有
如
子

美
者.
是
時
山
東
人
李
白，
亦
以
奇
文
取
称，
時
人
謂
之
李
社。
余

観
其
壮
浪
縦
次、
嬬
去
拘
束、
模
写
物
象、
及
柴
府
歌
詩，
誠
亦
差

肩
於
子
美
実。
至
若
鋪
陳
終
始、
排
比
声
韻，
大
或
千
言、
次
猶
数

百，

辞
気
豪
遁
而
風
調
清
深，

属
対
律
切
而
脱
棄
九
近，

則
李
尚
不

能
歴
其
藩
翰，
況
堂
奥
乎
!

(
8〉

前
掲
(
2〉
の
花
房
英
樹
著
『
白
居
易
研
究』

四
九
六
頁
参
照。

(
9〉

こ
の
詩に
は、
元
徴
之に
唱
和
し
た
作
品
が
あ
る。

『
元
民
長
慶
集』
巻
十
三
の
「
酬
楽
天
江
楼
夜
吟
横
詩
因
成
三
十

韻」
で
あ
る
.

•

 

〈
叩)

李
陽
涼
は
筆
書
に
巧
み
で、
天
下
に
そ
の
名
声
を
博
し
て
い
た

顔
真
卿と
そ
の
名
を
等
し
く
し、
顔
真
卿の
書
碑
に
は
必
ず
李
陽
涼

nu
 
門司M



が
題
集
を
書
くの
を
常
と
し
た .
〈
前
掲の
大
野
実
之
助
著
『
李
太

白
研
究』
二
五
五
頁
参
照J
楽
天
もそ
の
書
を
好
ん
だ
と
見
え
て 、

元
和
十
三
(
八一
人〉
年 、
四
十
七
歳 、
江
州
で
の
「
素
扉
謡」
の

中で 、
李
陽
涼に
言
及
し
て
い
る .

「
棄
罪
棄
罪 、
胡
為
乎 、
不
文
不
飾 、
不
丹
不
育 、
当
世
量
無
李
陽

抹
之
築
字、

張
旭
之
筆
跡、

辺
鷲
之
花
鳥、

張
藻
之
松
石。
(
以
下

略〉

(
日〉

「
李
白
墓
李
白は
唐の
代
宗の
宝
応
元
(
七
六
二)
年 、
当

塗
ハ
今の
安
徽
省〉
で
亡
く
なっ
た .
墓
は
そ
の
東
南
の
竜
山に
造

ら
れ 、
元
和
十ニ
ハ八一
七)
年に
西
六
華
里
の
青
山
の
南に
適
さ

れ
た .
こ
の
詩の
作は
そ
の
前
な
る
元
和
十一
年
の
よ
う
に
見
え

る.
」

田
中克
己
著
『
白
楽
天』

漢
詩
大
系
十二
昭
和
三
十
九
年
七

月
三
十
日
初
版
集
英
社
二
六
七
買
脚
注
拳
照 。

ま
た 、
顧
聾
倉・
周
汝
昌
著
『
白
居
易
詩
選』
一
九
六
二
年

北
京
作
家
出
版
社
五
頁に
は 、
「
約
為
貞
元
十
五
年
宣
州
時
作」

と
注
し
て
い
る.

し
か
し 、
製
作
年
代に
つ
い
て
は 、
花
房
博
士
説に
よっ
た 。

元
和
十
三
年に
作
ら
れ
た
こ
の
詩は 、
こ
の
移
葬さ
れ
た
墓
を
詠

ん
だ
もの
で
あ
ろ
う 。
今の
安
徽
省
馬
鞍
山
市の
南
方 、
采
石
山
下

に
あ
る
采
石
鎮に
「
唐
李
翰
林
之
墓」
と
刻
す
る
石
碑
が
あ
る 。

王
汝
弼
選
注
『
白
居
易
選
集』

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
人
O

年十
月
第一
版
一
八一
頁
参
照 。

* 
本
論は 、
次の
旧
稿
を
再
考
し 、
改
稿
し
た
もの
で
あ
る 。

O
「
李
自
に
対
す
る
白
居
易の
気
持」

『
漢
文
学』

第
十三
揖

福
井
漢
文
学
会
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十一
日
発
行

十
四
3二

十一
頁 .

0
「
杜
甫
に
対
す
る
自
居
易
の
気
持
ち」

『
古
典
と
現
代』

第
十

四
号
明
治
書
院
昭
和
四
十一
年
四
月
十
五
日
発
行

十
四
3

十
人
頁 .

*
本
論の
要
旨
を
左
の
会
で
発
表
し
た。

日
本
教
育
大
学
協
会
北
陸
地
区
国
語
科・
書
道
科
合
同
研
究
協
議
会

平
成
五
(一
九
九=c

年十
月
四
日
(
月)
午
後二
時
1

三
時
半

富
山
大
学
教
育
学
部
会
強室

*
一
九
九三
年
十
月
十
五
日
改
稿
7 .

(
本
学
教
官)
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